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センターの概要

（1）主たる研究分野

（2）研究概要
　令和3年8月に宮島町家のまちなみが残る地域一帯
が「重要伝統的建造物群保存地区（重伝建）」に選定
され、町家とまちなみの持続可能性を担保する技術支
援の重要性が高まっている。また、宮島の来島者数は
年々増加しており、生活環境と観光産業の双方の持
続可能性も重要な課題となっている。本研究センター
では、下記の3項目の研究課題を設定し、調査研究を
推進している。
(1)「建築構造技術研究」（主担当：光井）
　宮島町家の建築物としての構造の持続可能性を検
討する。
(2)「歴史意匠技術研究」（主担当：金澤）
　宮島町家の外観デザイン基準を踏まえたまちなみ
景観の持続可能性を検討する。
(3)「観光まちづくり技術研究」（主担当：伊藤）
　宮島町家における生活環境と宮島の観光産業の共
存共栄を持続可能性の観点から検討する。
　また、廿日市市の宮島、観光の担当課、民間建築家
や建築業者の研究会、および本学の産官学が連携を
とりながら研究を推進している。
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生業と外観デザインの関係性

店舗前の滞留人数

宮島町家とまちなみの持続可能性技術研究センター
〔プロジェクト研究センター設置期間：令和7年4月～令和12年3月（予定）〕
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金澤　雄記（かなざわ ゆうき）／工学部　建築工学科・准教授
光井　周平（みつい しゅうへい）／環境学部　建築デザイン学科・准教授
森保　洋之（もりやす ひろし）／名誉教授

宮島町家とそのまちなみ

宮島の「重要伝統的建造物群保存地区」

【建築構造技術研究】
　今年度対象とした町家4件を含めた過去の調査結果
を踏まえ、町家建築では間口方向に無開口壁を設ける
ことが難しく間口方向の上部構造評点が著しく低くな
る一方、隣接家屋が近接して建つ場合には間口方向の
振動が抑制されるという従来からの仮説を裏付ける結
果が得られた。
　類型分析に関しては、一列三段型と呼ばれる代表的
な町家形式の場合、一般的な京町家では室と通り土間
との境界部分に設けられる通し柱によって室側と通り
土間側とで架構が分割される特徴が見られるのに対
して、宮島町家では両側の通し柱を一本の横架材で繋
ぐことにより室側と通り土間側が一体的となる架構形
式が見られることが明らかとなった。

【歴史意匠技術研究】
　東町の町家における外観デザインと生業の関係性に
ついて、明治中期までは宿屋で二階を客室とするため、
「出桁造り」で二階が張り出し、「高欄手すり」が付く町
家が多かった。明治30年代になると大型観光ホテル建
設のため宿業が衰退し、木工芸を行うようになり、一階
の作業場となるミセに「掃き出し出格子」を付けるよう
になった。昭和後期には木工芸も廃業し、現代的な改
築を行った。以上の仮説を今後検討・実証する予定で
ある。

研究成果等（１）研究成果

（3）実績（論文・特許・共同研究・産学連携・補助金）等

　今後「建築構造技術研究」、「歴史意匠技術研究」に
おいては調査を実施する町家の事例を増やし、事例分
析をさらに進めていく。
　また、「観光まちづくり技術研究」においては、他地域
の訪問税による影響との比較分析や歩行者流動調査
にもとづく分析をさらに進めていく。

【観光まちづくり技術研究】
　宮島・表参道商店街は、11月の休日に1日（8時間）で
往復約25,000人が通行し、ピーク時1時間では往復
3,814人が通行するなど、混雑している状況であった。
さらに、店舗前には最大19.5人が滞留している店舗も
あり、約5ｍある幅員のうち平均で1.5m程度通行可能
幅が減少している実態が明らかとなった。現状の宮島
訪問税の徴収は混雑緩和に対する効果は限定的で、
ヴェネツィアのような観光客の属性を把握することによ
る行動変容や啓発活動を伴う訪問税徴収のあり方を参
照する必要がある。

（2）今後の展開・応用分野等

外部資金獲得実績／
1）基盤研究（C）（一般），課題番号：2 5 K 1 5 6 9 2，研究課題名：観光地訪問税の混雑問題に対する波及効果に関する研究，令和7年度～令和10年度，研究代表者：伊藤雅
2）廿日市市，宮島町家の修理に向けた基礎調査，令和7年度，研究担当者：金澤雄記
3）廿日市市，宮島町家の耐震化に向けた基礎調査（家屋及び地盤の常時微動測定並びに耐震診断）,令和7年度,研究担当者：光井周平
主な成果発表／
1）石橋まどか・光井周平：「宮島町家の構造特性に関する研究　その4　構造に関する項目に着目した宮島町家の類型分析」，建築学会大会, 講演番号22336, 2025年9月.
2）清田優一・伊藤 雅：「宮島・表参道商店街における歩行者流動の実態と混雑要因に関する考察」，第71回土木計画学研究発表会，講演番号P01-22，2025年6月．
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研究成果等

産官学の連携体制


